
『
無
量
寿
経
』
は
多
く
の
宗
派
の
所
依
の
経
典
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
の
確
定
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
『
無
量
寿
経
』
の
な
か

に
は
異
質
な
訳
語
を
も
っ
と
さ
れ
る
三
毒
五
悪
段
と
い
う
一
段
が
あ
り
、
一
般
に
読
み
に
く
い
と
さ
れ
、
研
究
上
解
明
さ
れ
ず
残
っ
て

い
る
問
題
も
多
い
。
『
無
量
寿
経
』
の
古
い
異
訳
で
あ
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
の
三
毒
五
悪
段
に
な
る
と
、
さ
ら
に
未
解
明

（
１
）

で
あ
る
。
と
く
に
来
世
へ
の
業
が
展
開
す
る
部
分
や
、
中
国
古
来
の
思
想
が
入
り
込
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
十
分
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・
業
が
来
世
ま
で
離
れ
ず
つ
い
て
い
く
思
想

・
法
則
が
業
と
そ
の
報
い
を
統
括
し
て
い
る
と
い
う
思
想

・
善
行
を
お
こ
な
え
ば
善
鬼
神
が
守
護
す
る
と
い
う
思
想

こ
れ
ら
が
三
毒
五
悪
段
で
課
題
と
し
て
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
思
想
で
あ
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』

を
改
め
て
検
討
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
難
渋
な
漢
語
と
複
雑
な
思
想
内
容
を
も
っ
た
文
章
の
な
か
に
二
義
以
上
の
意
味
を
お
び
た
字
が

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
っ

○
．
は
じ
め
に

佐
々
木
大

い

て

二
九
九

悟



ま
た
今
回
は
、
特
に
一
経
典
内
で
の
連
携
に
注
視
し
て
考
察
を
行
う
。
三
毒
五
悪
段
は
、
大
き
く
三
毒
段
と
五
悪
段
の
二
つ
の
ま
と

ま
り
か
ら
な
る
。
段
落
と
し
て
分
断
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
実
質
同
じ
方
向
性
を
も
っ
て
お
り
、
主
に
悪
業
の
問
題
に
つ
い
て
記
述

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
毒
段
と
五
悪
段
に
は
、
類
似
す
る
表
現
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
「
身
自
當
之
、
無
有
代
者
」
と

い
う
語
は
ま
っ
た
く
同
じ
文
句
が
両
方
に
で
て
く
る
。
ま
た
三
毒
段
に
は
「
不
信
作
善
得
善
。
不
信
爲
道
得
道
」
と
い
う
語
が
あ
り
、

五
悪
段
に
は
「
不
信
作
善
得
善
。
不
信
作
悪
得
悪
」
と
い
う
類
似
の
語
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
の
内
容
を
も
つ
思
想
が
そ
の

他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
分
断
さ
れ
た
章
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
照
ら
し
合
わ
せ
て
理
解
し
よ
う
と
し

て
読
む
作
業
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
内
容
の
方
向
性
は
両
者
同
じ
で
あ
り
、
表
現
も
類
似
す
る
た
め
、
難
読

箇
所
を
考
え
る
際
に
、
相
互
に
参
考
と
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

本
と
し
て
い
る
。

ま
た
今
回
は
、

ま
り
か
ら
な
る
。

さ
れ
て
い
る
。
一

○
－
一
・
方
法
論

研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』
を
全
体
的
に
眺
め
る
こ
と
（
『
無
量
寿
経
』
の
三
毒
五
悪
段

は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
や
『
平
等
覚
経
』
な
ど
を
参
照
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
）
、
ま
た
近
い
時
代
の
他
経
典
・
外
典
で
の
語
の
使
用
を

（
２
）

参
考
と
す
る
こ
と
、
同
類
の
思
想
を
説
く
一
連
の
経
典
群
を
参
照
す
る
こ
と
、
そ
し
て
過
去
の
註
釈
害
の
見
解
を
参
照
す
る
こ
と
を
基

存
在
し
た
場
合
、
そ
の
単
語
（
た
と
え
ば
本
稿
に
お
い
て
は
「
自
然
」
「
随
」
「
趣
」
な
ど
）
を
中
心
と
し
て
理
解
に
様
々
な
乱
れ
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
翻
訳
も
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
ら
の
語
の
周
辺
に
何
ら
か
の
未
解
決
な
問
題
が
潜
ん
で

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
一
箇
所
に
お
い
て
新
し
い
読
み
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
○
○



（
４
）

『
大
』
『
平
』
自
然
衆
悪
、
共
趣
頓
之
。
（
三
一
四
Ｃ
一
二
、
二
九
六
Ｃ
一
三
）

一
見
大
き
く
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
こ
の
二
箇
所
が
と
も
に
奪
算
の
思
想
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
仮
説

で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
資
料
が
多
い
た
め
、
主
に
『
無
量
寿
経
』
を
メ
イ
ン
の
テ
キ
ス
ト
と
し
、
後
者
は
（
『
無
量
寿
経
』
が
大

き
く
編
集
し
改
変
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
）
『
大
阿
弥
陀
経
』
を
主
な
考
察
対
象
と
し
て
い
く
。

｜
‐
○
．
文
脈
の
確
認

最
初
に
三
毒
段
当
該
箇
所
の
全
体
的
な
文
脈
の
確
認
を
行
う
。
『
無
量
寿
経
』
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。
本
箇
所
の
前
後
の
文
脈

を
確
認
す
る
と
、
悪
い
行
為
を
お
こ
な
っ
た
も
の
が
、
そ
の
悪
業
の
影
響
に
よ
り
、
寿
命
よ
り
前
に
命
が
奪
わ
れ
、
そ
し
て
さ
ら
に
悪

で
あ
る
。 『

大
』
道
徳
非
悪
先
随
與
之
、
窓
蕊
所
爲
、
其
壽
未
至
、
便
頓
奪
之
、
下
入
悪
道
。

『
平
』
道
徳
非
悪
先
随
與
之
、
窓
蕊
所
爲
、
其
壽
未
至
、
便
頓
奪
之
、
下
入
悪
道
。
（
３
）

『
寿
』
自
然
非
悪
先
随
與
之
、
窓
聡
所
爲
待
其
罪
極
、
其
壽
未
壼
、
便
頓
奪
之
、
下
入
悪
道
。

こ
こ
は
、
読
解
が
特
に
困
難
な
箇
所
で
あ
り
、
諸
註
釈
害
や
諸
現
代
語
訳
に
お
け
る
理
解
も
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
一
体
ど
の
よ
う

に
読
む
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
問
題
と
な
る
箇
所
で
あ
る
。
も
う
一
箇
所
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
の
第
四
悪
に
あ
る
文
章

一
つ
そ
の
用
例
が
存
在
し
た
の
で
、
本
論
文
で
問
題
に
し
た
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。
一
つ
は
三
毒
段
で
あ
る
。

○
’
二
．
仮
説

三
毒
段

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

一
・
三
毒
段
の
奪
算
説

○



↓
こ
の
翻
訳
で
は
、
「
自
然
」
の
理
解
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
犯
す
べ
く
し
て
犯
す
Ⅱ
必
然
」
と
と
っ
て
い
る
。

道
に
行
く
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
奪
算
」
の
思
想
が
説
か
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

↓
こ
の
翻
訳
で
は
、
「
自
然
」
を
「
法
則
は
」
と
す
る
理
解
が
特
徴
的
で
あ
る
。

必
然
の
懲
悪
を
あ
ら
わ
す
悪
因
悪
果
の
法
則
は
、
最
初
の
う
ち
は
そ
の
悪
行
に
逆
ら
わ
な
い
で
こ
れ
を
助
け
、
そ
の
な
す
が
ま
ま
に
任

せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
罪
が
き
わ
ま
る
の
を
待
っ
て
、
そ
の
人
間
の
寿
命
が
ま
だ
尽
き
て
い
な
い
う
ち
に
、
｜
挙
に
そ
の
寿
命
を
奪

犯
す
べ
く
し
て
犯
す
非
道
・
悪
行
は
、
ま
ず
は
〔
縁
に
〕
随
っ
て
〔
そ
う
し
た
人
の
〕
も
の
と
な
る
。
〔
彼
ら
は
〕
や
り
た
い
放
題
に

や
る
こ
と
を
〔
自
ら
〕
是
認
す
る
。
〔
そ
う
な
る
と
、
も
は
や
重
ね
る
〕
罪
が
極
ま
る
の
を
待
つ
ば
か
り
だ
。
〔
そ
う
い
う
人
は
ま
だ
ま

だ
〕
寿
命
が
残
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
た
ち
ま
ち
〔
罪
の
報
い
に
よ
っ
て
〕
命
を
奪
わ
れ
、
〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
〕
悪
し
き
世
界

に
堕
と
さ
れ
る
。

っ
て
し
ま
う
。

『
大
乗
仏
典
訳
』
二
○
頁

（
５
）

『
浄
土
宗
訳
』
一
三
五
頁

『
西
本
願
寺
訳
』
一
八
七
頁

｜
‐
一
・
従
来
の
理
解
の
確
認

ま
ず
は
三
毒
段
の
箇
所
の
従
来
の
理
解
を
確
認
し
て
い
く
。
特
に
「
自
然
」
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
に
注
目
し
て
い
く
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

○



（
６
）

辛
嶋
静
志
「
『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
（
八
）
」
一
四
頁

（
仏
）
道
の
働
き
は
、
悪
人
に
ま
ず
は
そ
の
ま
ま
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
お
い
て
、
そ
の
（
授
か
っ
た
）
寿
命
が
ま
だ
尽
き
な
い
う
ち

に
、
突
然
そ
の
命
を
奪
う
。
悪
趣
に
落
ち
、
幾
世
に
わ
た
っ
て
苦
し
み
を
受
け
…
（
『
大
阿
弥
陀
経
』
）

こ
の
よ
う
に
現
状
、
訳
が
さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
、
一
定
し
て
い
な
い
。
筆
者
は
そ
の
う
ち
『
大
乗
仏
典
訳
』
・
「
辛
嶋
訳
」
に
大
枠
に
お

い
て
賛
同
す
る
（
細
部
で
は
意
見
の
相
違
は
あ
る
）
。

『
無
量
寿
経
』
の
翻
訳
と
し
て
、
主
要
な
三
訳
は
、
こ
の
よ
う
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
翻
訳
も

出
て
い
る
の
で
参
考
に
載
せ
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
場
合
は
、
文
頭
の
「
自
然
」
に
あ
た
る
箇
所
が
「
道
徳
」
と
な
っ
て
い
る
。

落
ち
．
．
…
．

↓
こ
の
翻
訳
で
は
、

で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

｜
‐
一
一
・
個
別
の
単
語
の
検
討

現
状
の
『
大
乗
仏
典
訳
』
「
辛
嶋
訳
」
は
、
そ
れ
以
前
の
諸
解
釈
書
に
な
い
理
解
で
あ
る
。
『
無
量
寿
経
』
の
全
体
的
な
訳
の
流
れ
か

ら
す
る
と
、
業
を
統
括
す
る
よ
う
な
主
体
に
つ
い
て
の
言
及
が
突
然
な
さ
れ
る
た
め
、
意
外
性
が
高
い
翻
訳
と
な
っ
て
い
る
。
は
た
し

て
本
当
に
そ
の
よ
う
な
翻
訳
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
個
別
の
確
認
を
行
う
。
本
箇
所
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ツ
に
分
か
れ
て

こ
の
よ
う
な
人
々
は
、
こ
れ
ま
で
の
悪
い
行
い
が
必
ず
悪
い
縁
と
な
っ
て
、
ま
た
ほ
し
い
ま
ま
に
悪
い
行
い
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
つ

い
に
そ
の
罪
が
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
行
く
と
、
定
ま
っ
た
寿
命
が
尽
き
な
い
う
ち
に
、
と
つ
ぜ
ん
命
を
奪
わ
れ
て
苦
し
み
の
世
界
に

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

「
自
然
」
に
つ
い
て
表
に
出
し
て
翻
訳
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
が
、
全
体
が
受
動
態

○



’
１
二
‐
｜
・
道
徳
／
自
然

主
語
は
大
き
く
は
「
道
徳
／
自
然
」
で
あ
り
、
そ
の
次
の
レ
ベ
ル
の
主
語
で
は
「
非
・
悪
」
で
あ
る
。
「
道
徳
／
自
然
」
に
つ
い
て

は
、
「
辛
嶋
訳
」
は
「
（
仏
）
道
の
働
き
」
、
『
大
乗
仏
典
訳
』
は
「
必
然
の
懲
悪
を
あ
ら
わ
す
悪
因
悪
果
の
法
則
」
と
し
て
い
る
。
筆
者

も
こ
の
「
道
徳
／
自
然
」
が
全
体
の
主
語
と
な
り
、
以
下
の
文
章
の
監
視
・
統
括
を
行
い
、
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
７
）

そ
の
主
体
は
、
『
大
阿
』
『
平
等
』
で
は
「
道
徳
」
と
あ
り
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
自
然
」
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ

の
二
語
は
近
似
し
た
内
容
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
「
自
然
」
は
「
道
徳
」
と
類
似
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
本
箇
所
以
外
に

も
「
道
徳
」
と
「
自
然
」
と
が
近
似
し
た
内
容
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
８
）

例
え
ば
、
第
一
悪
で
も
み
ら
れ
る
。
『
大
阿
』
『
平
等
』
「
道
之
自
然
、
當
往
趣
向
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
『
無
量
寿
経
』
に
な
る
と

（
９
）

「
自
然
趣
向
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
一
悪
の
そ
の
直
後
の
文
脈
を
見
る
と
、

『
大
』
稗
明
記
識
、
犯
之
不
貰
。
（
三
一
三
Ｃ
二
）

と
あ
り
、
神
明
が
監
視
し
た
結
果
を
名
簿
に
記
載
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
じ
第
一
悪
の
続
き
の
箇
所
に

『
大
』
天
地
之
間
自
然
有
是
。
（
三
一
三
Ｃ
二
四
）

と
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
法
則
に
よ
り
統
括
・
監
視
さ
れ
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
第
五
悪
に
も
「
道
之

（
皿
）

自
然
」
と
い
う
表
現
が
で
る
。
三
毒
段
の
当
該
箇
所
も
ま
さ
に
こ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
統
括
に
関
し
て
、
無
量
寿
経
類
に
は
、
王
法
が
統
括
し
て
い
る
表
現
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
無
量
寿
経
』
に
は

『
寿
』
今
世
現
有
王
法
牢
獄
、
随
罪
趣
向
受
其
映
罰
。
（
二
七
六
ｂ
九
）

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て
三
○
四

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
読
み
が
困
難
で
あ
り
、
様
々
な
訳
が
存
在
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
本
文
の
語
順
通
り
に
検
討
し
て
い
く
。



（
通
）

と
あ
り
、
死
後
の
業
の
報
い
の
必
然
性
が
、
王
法
の
極
刑
と
類
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
に
五
悪
の
総
括
が
説
か
れ
る
部
分
で
は
、

『
大
』
王
法
施
張
、
自
然
糾
畢
、
上
下
相
應
羅
網
綱
紀
、
螢
螢
松
松
、
當
入
其
中
。
古
今
有
是
。
（
三
一
五
ｂ
一
九
）

王
の
法
律
は
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
（
天
の
）
法
則
は
罪
を
数
え
上
げ
、
天
上
に
お
い
て
も
天
下
に
お
い
て
も
同
様
に
業
道
の
網

が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
の
が
れ
ら
れ
ず
、
孤
独
で
頼
る
も
の
が
な
く
、
心
が
さ
わ
ぎ
、
そ
の
中
に
は
い
っ
て
し
ま
う
。
古
来
も

今
も
ず
っ
と
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

（
私
訳
）

と
あ
る
。
こ
こ
の
「
自
然
」
も
「
自
然
（
法
則
）
は
」
と
し
て
、
天
の
法
則
と
捉
え
る
ほ
う
が
王
法
と
「
上
下
相
應
」
す
る
と
い
う
こ

（
過
）

の
文
脈
と
一
致
す
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
こ
こ
で
も
「
王
法
」
と
「
自
然
」
が
並
列
的
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
あ
り
、
そ
こ
で
”

「
第
一
悪
」
に
は
、

そ
こ
で
は

『
寿
』
世
有
常
道
王
法
牢
獄
、
不
肯
畏
愼
、
爲
悪
入
罪
、
受
其
映
罰
、
求
望
解
脱
難
得
免
出
。
世
間
有
此
目
前
現
事
、
壽
終
後
世

尤
深
尤
劇
、
入
其
幽
冥
轌
生
受
身
、
譽
如
王
法
痛
苦
極
刑
。
（
二
七
六
ａ
五
）

ま
た
世
間
に
は
、
日
常
に
守
る
べ
き
道
と
し
て
、
王
法
で
定
め
ら
れ
た
牢
獄
の
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
お
そ
れ
慎
ま
ず
、
悪

事
を
は
た
ら
い
て
罪
を
犯
し
た
も
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
懲
罰
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
脱
出
を
望
ん
で
も
、
免
れ

て
出
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
こ
の
現
世
に
は
、
こ
の
よ
う
な
目
前
の
現
実
の
応
報
が
あ
る
が
、
寿
命
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
来

世
で
は
、
も
っ
と
深
刻
で
、
も
っ
と
激
し
い
も
の
が
あ
る
。
来
世
の
薄
暗
い
世
界
に
は
い
り
こ
み
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

に
生
ま
れ
か
わ
っ
て
生
を
う
け
る
の
は
、
あ
た
か
も
王
法
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
る
痛
苦
に
満
ち
た
極
刑
に
等
し
い
も
の
が
あ

（
ｕ
）

ｚ
ｅ
ｏ

王
法
が
し
っ
か
り
と
規
則
と
し
て
機
能
し
、
悪
業
に
相
応
し
た
罪
を
与
え
て
い
る
様
子
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
○
五



ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
－
三
．
随
與

「
随
與
」
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
三
つ
の
理
解
が
あ
る
。

『
浄
土
宗
訳
』
は
、
「
縁
に
し
た
が
っ
て
」
と
あ
り
、
「
随
」
を
「
従
っ
て
」
「
よ
っ
て
」
の
意
味
で
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
『
大
乗

仏
典
訳
』
は
「
逆
ら
わ
な
い
で
、
助
け
」
と
あ
り
、
「
随
與
」
を
「
随
」
と
「
與
」
に
分
け
て
理
解
し
て
い
る
（
「
随
」
は
「
逆
ら
わ
な

い
」
、
ま
た
「
與
」
は
「
助
け
る
」
の
意
味
で
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
。
坪
井
俊
英
氏
は
こ
こ
を
「
非
業
や
悪
業
が
つ
き
ま
と
い
」
と

（
肥
）

訳
し
て
お
り
、
筆
者
は
「
随
與
」
に
関
し
て
ふ
さ
わ
し
い
訳
（
Ⅱ
悪
業
が
つ
き
ま
と
う
）
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
與
」
自
体
も
こ
こ
は

（
田
）

「
つ
き
し
た
が
う
」
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
二
字
で
「
つ
い
て
い
っ
て
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
（
す
な
わ
ち
悪
、

あ
る
い
は
悪
業
の
影
響
が
つ
い
て
い
く
）
。
「
臆
與
」
は
他
の
箇
所
に
見
ら
れ
る
「
随
逐
」
「
随
行
」
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な

そ
れ
ら
を
想
定
し
た
場
合
、
三
毒
段
当
該
箇
所
の
「
自
然
／
道
徳
」
の
意
味
は
、
「
辛
嶋
訳
」
に
「
（
仏
）
道
の
働
き
」
、
『
大
乗
仏
典

（
皿
）
（
お
）

訳
』
に
「
必
然
の
懲
悪
を
あ
ら
わ
す
悪
因
悪
果
の
法
則
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
悪
の
「
天
道
自
然
」
や
三
毒

（
略
）

段
の
直
前
の
「
其
國
士
不
逆
違
、
自
然
之
随
牽
」
に
出
る
「
自
然
」
と
も
似
た
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
該
箇
所
の
実
際
の
訳
と
し
て
は
、
「
自
然
に
」
（
『
浄
土
宗
訳
』
）
で
は
な
く
、
「
自
然
は
」
と
主
語
と
す
る
の
が
い
い
と
考
え
る
。

｜
‐
二
‐
二
・
非
・
悪

筆
者
は
「
非
悪
」
は
「
悪
人
」
の
意
味
で
は
な
く
、
「
非
道
・
悪
道
」
（
『
浄
土
宗
訳
』
）
や
「
悪
い
行
い
」
（
『
西
本
願
寺
訳
』
）

（
Ⅳ
）

う
に
抽
象
化
さ
れ
た
名
詞
と
理
解
し
た
（
後
に
見
る
よ
う
に
第
四
悪
に
出
る
「
衆
悪
」
と
同
義
の
語
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
）
。

み
る
「
臆
與
」
の
主
語
に
な
る
と
考
え
る
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

一

○
六

次の
によ



の
潜
在
力
は
）
つ
い
て
い
っ
て
三
悪
道
に
入
る
。

（
私
訳
）

と
い
う
用
例
が
あ
る
。
実
際
に
は
悪
業
や
そ
の
影
響
力
が
随
っ
て
い
く
と
い
う
表
現
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
三
毒
五
悪
段
で
は
、
過

去
世
の
善
行
・
悪
行
が
今
世
・
未
来
世
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
く
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
「
及
ぼ
す
」
こ
と
を
示
す
動
詞

表
現
は
多
種
あ
る
（
随
逐
、
随
行
、
追
逐
な
ど
）
が
、
「
臆
與
」
も
そ
の
一
つ
と
考
え
る
。

先
の
「
自
然
／
道
徳
」
の
理
解
と
も
関
連
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
窓
蕊
所
爲
」
の
主
体
は
何
か
と
い
う
理
解
の
対
立
が
あ
る
。
『
浄

土
宗
訳
』
『
西
本
願
寺
訳
』
は
「
人
が
（
お
そ
れ
ず
に
や
る
）
」
と
あ
り
、
一
方
で
『
大
乗
仏
典
訳
』
「
辛
嶋
訳
」
は
「
人
が
ほ
し
い
ま

る
。
必
然
的
に
（
答
は
）
追
い
か
け
て
き
て
、
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
（
私
訳
）

（
加
）

と
あ
り
、
悪
に
よ
る
答
が
「
随
逐
」
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』
の
五
悪
を
総
括
す
る
部
分
に
は

『
寿
』
但
作
衆
悪
不
修
善
本
、
皆
悉
自
然
入
諸
悪
趣
。
或
其
今
世
先
被
狭
病
、
求
死
不
得
、
求
生
不
得
、
罪
悪
所
招
示
衆
見
之
。

（
皿
）

身
死
随
行
入
三
悪
道
。
（
二
七
七
ｂ
一
○
）

多
く
の
悪
を
行
い
、
善
を
行
わ
な
い
な
ら
ば
、
皆
必
然
と
し
て
悪
趣
に
入
る
。
あ
る
と
き
は
今
世
に
病
を
う
け
、
死
の
う
と
思

っ
て
も
死
ね
ず
、
生
き
よ
う
と
思
っ
て
も
か
な
わ
ず
。
罪
が
招
い
た
と
こ
ろ
を
人
々
に
示
す
の
で
あ
る
。
身
が
ほ
ろ
ぶ
と
（
悪

（
〃
）

わ
ち
五
悪
を
統
括
す
る
箇
所
で
は
、

『
大
』
威
勢
無
幾
臆
悪
名
焦
。
身
坐
勢
苦
久
後
大
劇
。
自
然
鯖
逐
無
有
解
已
。
（
三
一
五
ｂ
一
八
）

威
勢
が
な
く
な
る
と
、
悪
に
従
い
、
名
を
落
と
し
め
る
。
身
は
労
苦
の
な
か
に
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
大
き
く
激
し
く
な

一
‐
’
一
，
四
．
窓
鑛
所
一

一
‐
二
－
四
ｌ
一
・
主
体

窓
蕊
所
爲

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
○
七



一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
四
，
｜
｜
・
窓
蕊

「
窓
蕊
」
は
、
『
浄
土
宗
訳
』
で
は
「
〔
彼
ら
は
〕
や
り
た
い
放
題
に
や
る
こ
と
を
〔
自
ら
〕
是
認
す
る
」
と
理
解
し
て
い
る
。
『
西

本
願
寺
訳
』
は
「
ほ
し
い
ま
ま
に
悪
い
行
い
を
重
ね
る
」
と
し
て
い
る
。
『
大
乗
仏
典
訳
』
は
「
な
す
が
ま
ま
に
任
せ
る
」
、
「
辛
嶋
訳
」

は
「
そ
の
ま
ま
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
お
い
て
」
と
し
て
お
り
、
注
で
「
窓
蕊
」
で
「
ま
か
せ
る
。
言
う
と
お
り
に
す
る
」
の
意
味
と

す
る
。
筆
者
も
こ
の
見
解
に
賛
同
す
る
。

こ
の
「
一
旦
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
る
」
と
い
う
記
述
の
背
景
に
は
「
業
の
影
響
は
い
つ
発
動
す
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
必
ず
発
動
さ

（
羽
）

れ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
平
岡
聡
氏
は
「
業
の
不
可
避
性
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
思
想
と
類
似
の
内
容
が
、

（
表
現
は
変
わ
る
が
）
三
毒
五
悪
段
で
は
見
ら
れ
る
。
後
の
五
悪
段
第
一
悪
に
、
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

錐
不
臨
時
卒
暴
應
時
、
但
取
自
然
之
道
、
皆
當
善
悪
歸
之
・
（
三
一
三
Ｃ
二
五
）

す
ぐ
に
た
ち
ま
ち
に
報
い
が
現
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
必
ず
自
然
の
道
理
の
と
お
り
に
進
ん
で
い
き
、
（
結
局
は
）
善
悪
は
み
な

こ
れ
に
帰
す
る
。

（
私
訳
）

ま
に
や
る
こ
と
を
や
ら
せ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
主
体
が
人
か
、
ほ
し
い
ま
ま
に
や
ら
せ
る
も
の
（
Ⅱ
自
然
／
道
徳
）
か
で
見
解
が
相

違
し
て
い
る
。
筆
者
は
「
ほ
し
い
ま
ま
に
や
ら
せ
る
」
と
い
う
「
自
然
／
道
徳
」
が
主
体
で
あ
る
と
す
る
理
解
に
賛
同
す
る
。

こ
こ
か
ら
も
業
が
す
ぐ
に
は
結
果
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
考
え
方
を
無
量
寿
経
類
も
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
‐
二
‐
五
・
便
頓
奪
之

以
下
で
は
、
本
箇
所
の
最
後
の
部
分
で
あ
る
「
便
頓
奪
之
」
を
見
て
い
く
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
○
八



一
－
二
－
五
‐
二
・
奪
〈
奪
算
説
に
つ
い
て
〉

（
型
）

こ
の
「
奪
」
は
、
寿
命
よ
り
も
前
に
命
を
奪
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
奪
算
」
の
意
味
で
と
ら
れ
て
い
る
。
『
大
乗
仏
典
訳
』
は
「
（
そ

の
人
間
の
寿
命
が
ま
だ
尽
き
て
い
な
い
う
ち
に
、
一
挙
に
）
そ
の
寿
命
を
奪
っ
て
し
ま
う
」
と
し
、
「
辛
嶋
訳
」
は
「
そ
の
命
を
奪
う
」

と
し
て
い
る
。
他
の
二
訳
も
同
じ
で
あ
り
、
ど
の
翻
訳
も
共
通
し
て
「
命
を
奪
う
」
と
い
う
意
味
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

筆
者
は
「
頓
奪
」
と
い
う
動
詞
で
と
り
、
そ
の
「
頓
奪
」
で
一
字
だ
け
の
「
奪
（
Ⅱ
う
ば
う
）
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
‐
二
‐
一
で
見
た
よ
う
に
、
法
則
が
統
括
し
て
い
る
際
の
機
能
の
一
つ
に
寿
命
を
奪
う
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
。
「
頓
奪
」
と
き
て
目

的
語
に
命
が
く
る
並
び
の
用
例
は
、
例
え
ば
『
弁
正
論
』
で
は

府
君
大
怒
日
、
小
吏
敢
頓
奪
人
命
。

（
『
大
正
蔵
』
五
二
、
五
三
八
ａ
一
八
）

「
頓
」
に
は
様
々
な
意
味
が
あ
る
が
、
『
浄
土
宗
訳
』
は
「
た
ち
ま
ち
に
」
、
『
大
乗
仏
典
訳
』
は
お
そ
ら
く
「
一
挙
に
」
、
『
西
本
願

寺
訳
』
「
辛
嶋
訳
」
は
「
突
然
」
と
副
詞
で
解
釈
す
る
。
そ
の
様
な
理
解
は
語
順
と
し
て
は
可
能
で
、
文
脈
に
も
沿
う
が
、
「
頓
」
に
は
、

別
に
動
詞
「
不
要
と
し
て
捨
て
る
」
の
意
味
も
あ
る
（
「
頓
綱
縦
網
」
曹
植
・
七
啓
な
ど
）
。
「
頓
」
を
こ
の
「
不
要
と
し
て
捨
て
る
」

と
す
る
理
解
は
、
こ
の
当
時
で
は
特
に
不
自
然
で
は
な
い
。
実
際
『
大
乗
仏
典
訳
』
は
当
該
箇
所
で
は
な
い
が
、
第
四
悪
の
箇
所
で
、

「
頓
」
を
「
捨
て
て
し
ま
う
」
と
翻
訳
し
て
お
り
、
そ
の
「
不
要
と
し
て
捨
て
る
」
と
い
う
訳
を
採
用
し
て
い
る
。

筆
者
は
こ
の
三
毒
段
の
箇
所
に
お
い
て
も
そ
の
「
不
要
と
し
て
捨
て
る
」
の
意
味
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
奪
」

と
同
義
の
二
字
「
頓
奪
」
と
い
う
語
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
る
。
実
際
に
は
ど
ち
ら
の
理
解
も
可
能
で
あ
る
し
、
結
果
的
に
は
あ
ま

り
意
味
も
変
わ
ら
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
第
四
悪
と
の
対
応
を
考
え
た
場
合
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

｜
，
二
－
五
‐
一
・
頓

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
○
九



一
，
二
－
五
，
三
・
主
体

「
命
を
奪
う
」
こ
と
が
能
動
態
で
語
ら
れ
る
の
か
、
受
動
態
で
語
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
相
違
が
諸
訳
の
な
か
に
は
あ
る
。
『
大
乗

仏
典
訳
』
と
「
辛
嶋
訳
」
で
は
主
体
が
「
自
然
／
道
徳
」
と
明
確
に
あ
る
た
め
、
こ
こ
は
能
動
態
で
語
ら
れ
る
。
一
方
、
『
西
本
願
寺

訳
』
・
『
浄
土
宗
訳
』
で
は
、
そ
も
そ
も
の
大
き
な
主
体
が
み
え
に
く
く
翻
訳
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
受
動
態
で
「
奪
わ
れ
る
」

と
い
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
筆
者
は
『
大
乗
仏
典
訳
』
「
辛
嶋
訳
」
に
賛
同
す
る
。

検
討
の
結
果
、
三
毒
段
に
見
ら
れ
る
奪
算
が
説
か
れ
る
箇
所
の
私
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

法
則
と
し
て
の
は
た
ら
き
は
、
非
行
悪
業
は
ま
ず
こ
の
人
に
つ
い
て
い
き
、
ほ
し
い
ま
ま
に
さ
せ
て
お
く
が
、
（
最
終
的
に
は
）

そ
の
寿
命
が
至
ら
な
い
う
ち
に
、
こ
の
命
を
奪
う
。

以
上
、
個
別
に
見
て
き
た
が
、
こ
の
一
見
意
外
性
の
あ
る
訳
が
お
そ
ら
く
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
の
一
つ
に
第
四
悪
に
あ
る
表

現
「
自
然
衆
悪
共
趣
頓
之
（
↑
乏
）
」
と
の
類
似
が
あ
る
。
こ
の
二
箇
所
は
、
前
後
の
流
れ
、
文
脈
、
文
の
構
造
が
類
似
し
て
い
る
。

構
造
上
の
類
似
に
着
目
し
て
そ
の
箇
所
を
参
考
に
す
る
と
、
本
箇
所
も
ま
た
と
ら
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど
と
あ
り
、
『
法
苑
珠
林
』
に
お
い
て
も
、

府
君
問
主
者
、
禮
壽
命
應
壼
、
爲
頓
奪
其
命
。

な
ど
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
目
的
語
が
「
命
」
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
三
毒
段
当
該
箇
所
（
「
道
徳
非
悪
先
臆
與
之
、
窓
蕊
所
爲
、
其
壽
未
至
、
便
頓
奪
之
」
）
と
同
じ
内
容
を
も
っ
と
考

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

二
・
第
四
悪
の
奪
算
説

（
『
大
正
蔵
』
五
三
、
七
五
六
ｂ
一
○
）

三
一

○



頁
）
で
は
、

『
大
』
壽
命
終
身
、
衆
悪
驍
歸
、
自
然
迫
促
、
当
往
追
逐
、
不
得
止
息
。
自
然
衆
悪
、
共
趣
頓
之
（
↑
乏
）
・

『
平
』
壽
命
終
身
、
悪
驍
歸
、
自
然
迫
促
、
当
往
追
逐
、
不
得
止
息
。
自
然
衆
悪
、
共
趣
頓
之
（
↑
乏
）
。

『
寿
』
壽
命
終
壼
、
諸
悪
所
歸
、
自
然
迫
促
、
共
趣
頓
（
奪
）
之
。

と
な
っ
て
い
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
に
あ
る
「
自
然
衆
悪
、
共
趣
頓
乏
」
は
、
す
で
に
『
無
量
寿
経
』
の
時
点
で
、
相
当

読
解
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
「
自
然
衆
悪
」
を
継
承
せ
ず
に
、

編
集
し
消
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
そ
の
部
分
を
大
き
く
削
り
、
「
自
然
迫
促
、
共
趣
頓
之
」
と
い
う
流
れ
の
文

章
を
新
た
に
作
成
し
、
通
り
を
よ
く
し
て
い
る
。
そ
の
編
集
後
の
『
無
量
寿
経
』
の
和
訳
は
、
た
と
え
ば
『
大
乗
仏
典
訳
』
（
一
四
五

そ
の
う
ち
寿
命
が
終
わ
っ
て
尽
き
る
と
、
犯
し
て
き
た
諸
悪
が
帰
着
す
る
と
こ
ろ
の
報
い
が
、
必
然
的
に
迫
っ
て
き
て
出
発
を
う

（
妬
）

な
が
し
、
そ
の
人
間
を
悪
道
に
連
れ
て
い
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
。

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
訳
は
主
体
の
存
在
が
分
か
り
に
く
い
。
ま
た
、
「
共
」
の
訳
が
通
り
づ
ら
い
（
そ
の
た
め
か
『
大
乗
仏
典
訳
』

で
は
無
視
し
て
い
る
）
。
こ
れ
は
『
無
量
寿
経
』
が
文
脈
を
編
集
し
た
結
果
で
あ
る
の
で
仕
方
が
な
い
と
考
え
る
。

で
は
、
こ
の
意
味
の
と
り
づ
ら
い
『
大
阿
』
『
平
等
』
に
あ
る
「
自
然
衆
悪
共
趣
頓
之
（
↑
乏
）
」
は
、
も
と
も
と
ど
う
い
う
意
味
で

説
か
れ
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
ま
だ
現
在
ま
で
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
、
本
箇
所
に
注
目
し
た
。
以
下
で
は

『
大
阿
弥
陀
経
』
を
中
心
に
見
て
い
く
。

え
ら
れ
る
第
四
悪
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
。
（
お
）

『
大
』
『
平
』
自
然
衆
悪
共
趣
頓
之
（
↑
乏
）
。

以
下
、
『
無
量
寿
経
』
も
含
め
、
三
訳
の
第
四
悪
を
並
べ
て
状
況
を
確
認
す
る
と
、

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

一
一
一
一
一



二
’
○
．
第
四
悪
の
文
脈
の
確
認

ま
ず
、
そ
の
第
四
悪
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
前
後
の
文
脈
の
確
認
の
た
め
、
関
係
す
る
前
後
の
文
章
を
引
用
す

る
。
こ
こ
で
は
、
現
存
最
古
の
形
で
あ
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
ほ
う
で
見
て
い
く
。

頼
其
前
世
宿
命
頗
作
幅
徳
、
小
善
扶
接
、
螢
護
助
之
、

今
世
作
悪
霊
腸
、
諸
善
日
去
、
見
悪
追
之
。

身
濁
空
立
、
無
所
復
依
、
受
重
狹
誼
。

壽
命
終
身
、
衆
悪
緤
歸
、
自
然
迫
促
、
當
往
追
逐
、
不
得
止
息
。

自
然
衆
悪
共
趣
頓
之
（
↑
乏
）
。

（
”
）

有
其
名
籍
在
紳
明
所
、
狹
答
引
牽
、
當
値
相
得
。
（
『
大
阿
弥
陀
経
』
三
一
四
Ｃ
七
）

天
神
は
こ
れ
を
記
録
す
る
。

（
人
々
は
）
過
去
世
の
少
し
の
福
徳
を
行
っ
た
こ
と
を
頼
り
に
し
、
〔
ま
た
実
際
に
〕
少
し
の
善
が
も
り
た
て
、
こ
の
人
を
保

護
す
る
け
れ
ど
も
、
今
世
に
お
い
て
行
っ
た
悪
が
（
諸
善
の
功
徳
）
を
使
い
尽
く
し
て
し
ま
い
、
善
は
日
々
な
く
な
っ
て
い
き
、

悪
が
そ
れ
を
追
い
た
て
る
の
を
見
る
。

（
そ
の
人
は
）
独
り
で
ど
う
に
か
立
ち
、
何
の
寄
り
か
か
る
も
の
（
Ⅱ
善
）
も
な
く
、
重
い
罰
を
受
け
る
。

命
が
終
わ
る
際
に
は
、
身
に
多
く
の
悪
が
つ
い
て
ふ
り
か
か
り
、
自
然
に
せ
ま
っ
て
き
て
、
（
こ
の
人
を
）
追
い
か
け
、
（
こ
の

人
は
）
安
息
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ｌ
自
然
衆
悪
共
趣
頓
之
（
↑
乏
）
Ｉ

天
祁
記
之
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

一
一
一
一
一
一



そ
の
名
簿
は
神
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
（
罪
に
よ
る
）
と
が
の
引
く
結
果
は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
に
う
け
る
。
（
私
訳
）

森
三
樹
三
郎
氏
は
、
こ
の
（
『
無
量
寿
経
』
の
）
第
四
悪
の
周
辺
に
注
目
し
、
全
体
を
通
し
て
「
神
の
裁
き
」
を
示
す
文
章
と
理
解
し

（
詔
）

て
い
る
。
森
氏
の
言
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
全
体
と
し
て
、
天
神
が
統
括
し
て
、
人
々
の
業
と
そ
の
結
果
を
管
理
し
て
い
る
描
写
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
神
が
統
括
す
る
記
述
は
三
毒
五
悪
段
に
散
見
す
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
第
四
悪
は
そ
の
神
の
統
括
記
述
が
最
も
集

中
的
に
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
現
在
問
題
と
し
て
い
る
箇
所
（
自
然
衆
悪
共
趣
頓
之
）
も
、
そ
の
流
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
方
向
性

の
文
章
と
し
て
あ
る
こ
と
が
本
来
望
ま
し
い
。

（
”
）

ま
た
末
木
文
美
士
氏
は
当
該
箇
所
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
「
自
然
」
を
「
必
然
」
と
理
解
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
「
道
徳
」
と
近
似

し
た
意
味
の
「
自
然
」
で
あ
り
、
「
法
則
」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
（
す
な
わ
ち
末
木
氏
の
分
類
に
お
け
る
「
神
の
裁
き
」
）
。
Ⅱ
前
出

ニ
ー
｜
・
従
来
の
理
解
の
確
認

問
題
の
「
自
然
衆
悪
共
趣
頓
乏
（
之
）
」
（
『
大
阿
』
『
平
等
』
）
の
箇
所
は
、
現
地
点
で
は
、
現
代
語
訳
は
一
つ
も
出
さ
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
訓
読
資
料
を
参
考
に
し
て
、
従
来
お
お
よ
そ
ど
の
よ
う
に
読
解
さ
れ
て
き
た
か
を
確
認
す
る
。

ノ
ー
キ
ル
二

『
真
宗
聖
教
全
書
』
自
然
衆
悪
共
趣
頓
レ
乏
（
一
七
八
頁
）

二
ニ
キ
ル
ー

『
聖
典
全
書
』

自
然
衆
悪
共
趣
二
頓
之
一
（
一
八
五
頁
）

ノ
ニ
キ
ル
ー

『
浄
土
宗
全
書
』

自
然
衆
悪
共
趣
頓
し
之
（
三
二
頁
）

こ
れ
ら
の
諸
本
で
は
、
「
自
然
」
は
「
自
然
に
」
あ
る
い
は
「
自
然
の
」
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
頓
」
は
三
つ
の
訓
読
文
の
す

べ
て
に
お
い
て
「
い
た
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
さ
ら
に
そ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
な
ら
「
必
然
的
に
多
く
の
悪
が
こ
の
人

べ
て
に
お
い
て
「
い
た
る
」
と

に
到
達
す
る
」
な
ど
と
な
る
）
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

一
一
一
一
一
一
一



道
徳
非
悪
先
臆
與
、
頓
奪
之
（
『
大
阿
』
『
平
等
』
三
毒
段
、
改
変
後
）

自
然
衆
悪
共
趣
、
頓
乏
（
『
大
阿
』
『
平
等
』
第
四
琴

と
な
る
。
ま
た
先
（
一
‐
二
‐
二
に
見
た
よ
う
に
「
自
然
」
と
「
道
徳
」
は
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
つ
と
（
ま
た
実

際
に
『
無
量
寿
経
』
三
毒
段
当
該
箇
所
は
、
「
道
徳
」
で
あ
っ
た
も
の
が
「
自
然
」
と
変
わ
っ
て
い
た
）
、
実
質
的
に
主
語
も
同
一
の
も

の
と
な
り
、
同
じ
構
造
を
も
つ
文
章
に
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

比
較
す
る
と

ニ
ー
ニ
・
仮
説
の
再
説

以
下
で
は
、
こ
の
第
四
悪
の
箇
所
が
先
に
見
た
三
毒
段
の
記
述
と
文
脈
は
同
じ
で
、
同
じ
よ
う
な
意
趣
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
考
え
て
第
四
悪
を
分
析
し
て
い
く
。
管
見
の
限
り
で
は
、
三
毒
段
の
前
出
箇
所
と
こ
の
部
分
を
合
わ
せ
て
み
て
い
く
見
方
を
し
た
も

の
は
な
い
。
筆
者
は
、
三
毒
段
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
で
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
一
つ
の
読
み
の
可
能
性
が
出
て
く
る
と
考
え
る
。

ま
ず
三
毒
段
の
「
道
徳
非
悪
先
臆
與
之
、
窓
驍
所
爲
、
其
壽
未
至
、
便
頓
奪
之
」
う
ち
の
「
窓
蕊
所
爲
、
其
壽
未
至
」
の
よ
う
な
経

過
を
詳
細
に
表
す
記
述
は
第
四
悪
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
、
そ
こ
を
削
っ
て
み
る
と
「
道
徳
非
悪
先
随
與
之
便
頓
奪
之
」
と

い
う
形
と
な
る
。
さ
ら
に
二
つ
の
動
詞
（
随
與
と
頓
奪
）
の
後
に
お
か
れ
る
目
的
語
の
「
之
」
を
一
つ
に
ま
と
め
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ

て
不
要
に
な
っ
た
接
続
詞
の
「
便
」
を
と
る
と
、
「
道
徳
非
悪
先
臆
與
、
頓
奪
之
」
と
い
う
文
章
が
出
来
上
が
る
。
そ
れ
と
第
四
悪
を

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

の
三
毒
段
の
内
容
と
同
じ
「
自
然
」
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
た
。

’
一
－
三
．
個
別
の
単
語
の
確
認

三
一

四



二
－
三
，
一
・
衆
悪

「
衆
悪
」
の
意
味
は
「
多
く
の
悪
業
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
対
応
す
る
『
無
量
寿
経
』
は
「
諸
悪
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
じ

意
味
で
あ
る
。
ま
た
今
回
比
較
し
て
見
て
い
る
三
毒
段
の
「
非
悪
」
と
同
義
と
考
え
る
。

悪
L

二
’
一
一
一
’
二
．
垂

「
趣
」
に
は
、
蛙

「
す
ぐ
に
」
「
た
ち

あ
る
と
理
解
す
る
。

「
悪
業
（
あ
る
正

－
，
二
・
趣

（
あ
る
い

と
あ
り
、
「
善
」
や
「
悪
」
が
「
趣
く
」
こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
た
「
第
五
悪
」
の
別
の
箇
所
に
は

（
犯
）

『
大
』
會
當
歸
就
生
死
勤
苦
善
悪
之
道
。
身
所
作
悪
映
答
衆
趣
、
不
得
度
脱
。

当
然
生
死
勤
苦
の
善
悪
の
道
に
帰
っ
て
き
て
し
ま
う
。
身
に
行
う
悪
に
よ
っ
て
答
が
多
く
も
た
ら
さ
れ
、

以
下
で
は
、
仮
説
の
検
証
作
業
と
し
て
第
四
悪
の
ほ
う
を
一
つ
一
つ
個
別
に
見
て
い
く
。

で
は
、

『
大
』
慈
心
教
語
開
導
死
一

慈
し
み
を
も
っ
て
教
え
、

な
い
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

（
釦
）

に
は
、
様
々
な
意
味
が
存
在
す
る
。
三
本
の
諸
訓
読
文
は
、
す
べ
て
「
趣
く
（
お
も
む
く
）
」
と
し
て
い
る
。
「
趣
」
に
は
、

」
「
た
ち
ま
ち
」
な
ど
の
意
味
も
あ
る
が
、
語
句
の
並
び
な
ど
か
ら
、
筆
者
は
諸
訓
読
文
と
同
じ
「
お
も
む
く
」
の
意
味
で

は
そ
の
潜
在
力
）

（
皿
）

慈
心
教
語
開
導
死
苦
、
善
悪
所
趣
向
有
是
、
復
不
信
之
。

み
を
も
っ
て
教
え
、
死
の
苦
し
み
や
、
善
悪
の
結
果
の
行
き
つ
く
先
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
も
、

が
趣
く
」
と
い
う
用
例
に
つ
い
て
は
三
毒
五
悪
段
で
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
第
五

三
一

五

（
三
一
五
ａ
一
八
）

全
く
こ
の
こ
と
を
信
じ

（
三
一
五
ａ
一
六
）

解
放
さ
れ
る
こ
と
が

（
私
訳
）



二
，
三
，
三
．
頓

「
頓
」
に
つ
い
て
、
こ
の
箇
所
を
『
西
本
願
寺
訳
』
（
『
無
量
寿
経
』
で
は
あ
る
が
）
は
「
そ
の
人
と
と
も
に
次
の
世
に
い
た
る
。
」

（
羽
）

と
と
り
、
『
浄
土
宗
訳
』
は
「
一
緒
に
〔
悪
し
き
世
界
へ
と
〕
至
る
」
と
と
る
。
「
頓
」
を
「
い
た
る
」
の
意
味
で
と
っ
て
い
る
（
も
し

下
の
文
字
が
「
乏
」
で
あ
っ
た
場
合
、
た
し
か
に
「
い
た
る
」
の
意
味
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
）
。
ま
た
こ
こ
に
出
て
く
る
「
頓
」
を
先

（
弘
）

出
の
『
大
乗
仏
典
訳
』
は
「
そ
の
人
間
を
悪
道
に
連
れ
て
い
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
」
と
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
捨
て
る
」
と
理

解
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
翻
訳
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
こ
は
『
大
乗
仏
典
訳
』
（
第
四
悪
）
の
「
頓
」
の
理
解
と
同
じ
く
、
「
捨
て
る
」
と
理
解
す
る
。
「
頓
」
の
部
分
は
（
『
無
量
（
弱
）

寿
経
』
で
は
あ
る
が
）
「
奪
」
を
採
用
し
て
い
る
版
本
や
写
本
（
高
麗
版
再
離
本
・
磧
砂
版
・
明
版
・
清
浄
華
院
本
・
誓
願
寺
本
な
ど
）

も
あ
る
。
「
奪
」
に
し
て
い
る
本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
奪
」
で
も
意
味
が
通
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
頓
」
と
「
頓
奪
」

と
「
奪
」
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
「
頓
」
も
「
奪
」
に
近
い
文
脈
（
Ⅱ
即
ち
「
捨
て
る
」
）
の
意
味
で
あ
っ
た

（
妬
）

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
捨
て
ら
れ
る
「
之
」
と
は
、
本
来
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
「
寿
命
」
を
指
す
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

と
あ
り
、
「
（
悪
）
映
答
」
（
悪
の
潜
在
力
）
が
「
趣
く
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
悪
が
趣
く
」
と
い
う
記
述
は
散

見
さ
れ
る
。
第
四
悪
当
該
箇
所
の
「
趣
」
も
や
は
り
「
お
も
む
く
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
「
趣
く
」
の
意
味
は
、
「
随
與
」
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。
「
随
」
と
「
趣
」
が
互
換
さ
れ
る
現
象
は
、
先
ほ
ど
あ
げ
た
五
悪
の

総
括
部
分
（
壽
終
趣
入
至
極
大
苦
／
身
死
随
行
入
三
悪
道
）
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
も
実
際
に
互
換
さ
れ
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
「
非
悪
臆
與
」
（
三
毒
段
）
と
「
衆
悪
趣
」
（
第
四
悪
）
と
は
同
じ
意
味
に
な
る
。

寿
》
い
０
三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

一
二
一
一
ハ

（
私
訳
）



二
－
三
，
五
．
共

順
番
は
前
後
す
る
が
、
「
共
」
は
最
も
難
解
な
箇
所
で
あ
る
の
で
最
後
に
ま
わ
し
た
。
先
に
見
た
諸
訓
読
文
は
す
べ
て
「
共
に
」
と

訓
じ
て
い
る
。
「
共
」
は
現
状
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
。
過
去
の
諸
理
解
と
し
て
、
そ
も
そ
も
文
章
は
異
な
る
が
、
参
考
ま
で
に
編

集
後
の
『
無
量
寿
経
』
の
第
四
悪
（
壽
命
終
壼
、
諸
悪
所
歸
、
自
然
迫
促
、
共
趣
頓
（
奪
）
之
）
に
対
す
る
諸
現
代
語
訳
を
み
る
と
、

『
西
本
願
寺
訳
』
は
、
「
そ
の
人
と
と
も
に
」
と
し
、
ま
た
『
浄
土
宗
訳
』
は
「
一
緒
に
」
と
訳
し
、
業
と
人
間
が
一
緒
に
次
の
世
に

消
さ
れ
た
ほ
う
の
『
大
阿
』
『
平
等
』
の
当
該
箇
所
で
は
、
三
毒
五
悪
段
で
二
度
目
の
奪
算
説
が
説
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
（
こ
の
奪

算
の
考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
無
量
寿
経
類
で
三
毒
段
に
そ
れ
ぞ
れ
一
度
だ
け
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
が
さ
れ
て
い
た
）
。

『
大
阿
』
『
平
等
』
の
第
四
悪
に
は
、
か
っ
て
は
二
度
目
の
奪
算
説
が
説
か
れ
て
い
た
が
、
『
無
量
寿
経
』
の
段
階
で
は
理
解
不
能
と

な
り
（
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
）
、
全
く
違
う
方
向
へ
編
集
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う
変
遷
過
程
が
あ
っ
た
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。

二
‐
三
‐
四
．
之
／
乏

「
之
」
と
「
乏
」
は
ど
ち
ら
で
も
意
味
は
通
る
が
、
一
つ
に
は
「
頓
乏
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
の
翻
訳
は

法
則
と
し
て
の
は
た
ら
き
は
、
悪
は
ま
ず
そ
の
人
に
つ
い
て
い
か
せ
て
お
き
、
（
最
終
的
に
は
）
貧
し
い
状
態
に
さ
せ
る
。

と
な
る
。
奪
算
で
は
な
い
が
、
法
則
が
統
括
を
し
て
い
る
と
い
う
文
脈
な
か
で
翻
訳
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ
し
文
末
の
最
後
の

一
字
で
あ
る
た
め
、
「
之
」
（
Ⅱ
「
頓
之
」
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
ま
た
、
そ
の
場
合
、
三
毒
段
と
も
合
致
す
る
）
。
実
際
、
先
の

三
つ
の
訓
読
資
料
の
う
ち
、
『
聖
典
全
書
』
と
『
浄
土
宗
全
書
』
が
「
之
」
を
読
み
の
通
る
も
の
と
し
て
採
用
し
て
い
た
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
一

七



趣
く
と
理
解
し
て
い
る
。
（
『
大
乗
仏
典
』
は
翻
訳
し
て
い
な
い
）
。
し
か
し
「
共
」
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
、
業
と
人
が
一
緒
に
次
の

世
に
い
た
る
と
い
う
内
容
を
こ
の
文
脈
で
出
す
必
然
性
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
三
毒
段
と
比
べ
る
と
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
先
」
と
の
互
換
の
可
能
性
で
あ
る
。
「
共
」
と
「
先
」
と
は

字
形
が
似
て
お
り
、
お
そ
ら
く
ど
こ
か
の
伝
承
の
段
階
で
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
も
し
、
こ
こ
が
「
先
」
で
あ

っ
た
場
合
、
三
毒
段
と
か
な
り
近
い
本
文
と
な
り
、
ま
た
意
味
も
通
り
や
す
く
な
る
。

二
－
四
．
最
終
的
な
確
認

再
度
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
反
映
し
、
二
箇
所
を
並
べ
る
と
、

道
徳
（
／
自
然
）
非
悪
先
鰭
與
、
頓
奪
之
（
『
大
阿
』
『
平
等
』
三
毒
段
、
改
変
後
）

自
然
衆
悪
共
（
先
？
）
趣
、
頓
（
／
奪
）
之
（
『
大
阿
』
『
平
等
』
第
四
悪
）

と
な
り
、
文
の
構
造
な
ど
の
類
似
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
、
今
の
新
し
い
訳
（
奪
算
の
意
味
を
も
つ
訳
）
を
し
た
場
合
、
第
四
悪
全
体
の
文
脈
に
沿
う
か
ど
う
か
を
再
度
確
認

す
る
。
（
原
文
自
体
は
同
じ
な
の
で
今
回
は
省
略
す
る
）

天
神
は
こ
れ
を
記
録
す
る
。

（
人
々
は
）
過
去
世
の
少
し
の
福
徳
を
行
っ
た
こ
と
を
頼
り
に
し
、
〔
ま
た
実
際
に
〕
少
し
の
善
が
も
り
た
て
、
こ
の
人
を
保
護

す
る
け
れ
ど
も
、
今
世
に
お
い
て
行
っ
た
悪
が
（
諸
善
の
功
徳
）
を
使
い
尽
く
し
て
し
ま
い
、
善
は
日
々
な
く
な
っ
て
い
き
、
悪

が
そ
れ
を
追
い
た
て
る
の
を
見
る
。

（
そ
の
人
は
）
独
り
で
ど
う
に
か
立
ち
、
何
の
寄
り
か
か
る
も
の
（
Ⅱ
善
）
も
な
く
、
重
い
罰
を
受
け
る
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
一

八



従
来
の
理
解
で
は
「
必
然
的
に
多
く
の
悪
が
こ
の
人
に
到
達
す
る
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
す
で
に
「
悪
が
つ
い
て
ふ
り
か
か
り
、

安
息
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
の
後
に
な
ぜ
か
も
う
一
度
「
悪
が
到
達
す
る
」
と
い
う
話
題
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
通
り
が
よ
く
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
こ
こ
を
奪
算
を
意
味
す
る
訳
で
解
釈
し
た
場
合
、
全
体
的
に
天
の
統
括
を
中
心
と
し
た
文

章
が
形
成
さ
れ
、
文
脈
と
し
て
は
、
統
一
感
が
出
る
。

訳
と
し
て
は

法
則
と
し
て
の
は
た
ら
き
は
、
非
行
悪
業
は
ま
ず
こ
の
人
に
つ
い
て
い
き
、
ほ
し
い
ま
ま
に
さ
せ
て
お
く
が
、
（
最
終
的
に
は
）

そ
の
寿
命
が
至
ら
な
い
う
ち
に
、
こ
の
命
を
奪
う
。

と
理
解
す
る
の
が
最
も
い
い
と
考
え
る
。

ま
た
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
で
は
、
か
っ
て
三
毒
段
と
は
別
に
も
う
一
箇
所
「
第
四
悪
」
に
お
い
て
奪
算
を
表
す
文
章
が

本
稿
で
は
、
三
毒
段
と
第
四
悪
と
い
う
二
つ
の
離
れ
た
箇
所
の
文
章
に
つ
い
て
関
連
性
の
強
い
も
の
と
し
て
読
む
と
い
う
方
法
を
用

（
”
）

い
、
三
毒
段
の
ほ
う
で
は
翻
訳
を
検
証
し
、
第
四
悪
は
新
し
い
理
解
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
を
一
例
と
し
て
見
た
。
ま
ず
、
三
毒
段
の

法
則
と
し
て
の
は
た
ら
き
は
、
悪
は
ま
ず
そ
の
人
に
つ
い
て
い
か
せ
て
お
き
、
（
最
終
的
に
は
こ
の
人
の
寿
命
よ
り
）
先
に
命
を

Ｉ
奪
う
。
そ
の
名
簿
は
神
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
（
罪
に
よ
る
）
と
が
の
引
く
結
果
は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
に
う
け
る
。

命
が
終
わ
る
際
に
は
、
身
に
多
く
の
悪
が
つ
い
て
ふ
り
か
か
り
、
自
然
に
せ
ま
っ
て
き
て
、
（
こ
の
人
を
）
追
い
か
け
、
（
こ
の
人

は
）
安
息
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

三
．
お
わ
り
に

九

（
『
大
阿
弥
陀
経
』
）



こ
の
よ
う
に
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
に
お
い
て
は
二
ケ
所
に
お
い
て
奪
算
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
た
が
、
『
無
量
寿
経
』
の

編
集
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
う
ち
の
第
四
悪
の
奪
算
の
記
述
が
消
え
て
い
き
、
そ
の
た
め
先
述
し
た
よ
う
に
『
無
量
寿
経
』
で
は
意
味

が
取
り
難
い
文
脈
が
形
成
さ
れ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
銘
）

森
三
樹
三
郎
氏
に
よ
る
翻
訳
が
出
さ
れ
、
ま
た
『
大
阿
弥
陀
経
』
三
毒
段
の
翻
訳
（
辛
嶋
訳
注
８
，
９
）
が
初
め
て
出
さ
れ
、
こ
の

研
究
分
野
に
画
期
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
少
し
ず
つ
よ
り
細
か
な
網
目
に
よ
っ
て
文
章
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
な
か
で
、

本
稿
で
行
っ
た
よ
う
な
三
毒
段
と
五
悪
段
の
全
体
的
把
捉
の
方
法
も
、
さ
ら
な
る
解
明
へ
の
一
手
法
と
な
る
と
考
え
る
。

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
と
お
り
。

ハ
ニ
ハ
ヅ
カ
セ
ツ
フ
ヲ

自
然
衆
悪
先
趣
頓
（
／
奪
）
し
之
。

法
則
と
し
て
の
は
た
ら
き
は
、
悪
は
ま
ず
そ
の
人
に
つ
い
て
い
か
せ
て
お
き
、
（
最
終
的
に
は
こ
の
人
の
寿
命
よ
り
）
先
に
命
を

略
号『
大
正
蔵
』
蔦
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

『
聖
典
全
書
』
鳥
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
Ｉ
三
経
七
祖
篇

『
大
罠
『
佛
説
阿
彌
陀
三
耶
三
佛
薩
棲
佛
檀
過
度
人
道
經
』
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
大
阿
』
と
も
略
す

『
平
罠
『
佛
説
無
量
清
淨
平
等
覚
經
』
『
平
等
覚
経
』
『
平
等
』
と
も
略
す

『
無
罠
『
佛
説
無
量
壽
經
』
『
寿
経
』
と
も
略
す

『
西
本
願
寺
訳
罠
浄
土
真
宗
聖
典
編
蟇
委
員
会
編
纂
『
浄
土
三
部
経
』

『
浄
土
宗
訳
富
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
三
部
経
”
現
代
語
訳
』

『
大
乗
仏
典
訳
』
鳥
大
乗
仏
典
〈
６
〉
浄
土
三
部
経
』
中
公
文
庫

奪
う
。

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

二

○



言百T註
………

「
辛
嶋
訳
」
当
『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
（
八
）
」

○
／
△
”
○
と
△
と
が
両
方
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
併
記
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

○
（
↑
△
）
二
局
麗
版
に
は
△
と
あ
る
が
ゞ
○
と
あ
る
異
読
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

（
Ⅱ
）
こ
こ
は
『
無
量
寿
経
』
と
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
現
在
和
訳
の
存
在
す
る
『
無
量
寿
経
』
の
ほ
う
を
の
せ
た
。

（
５
）
現
代
語
訳
を
用
い
る
と
き
は
、
基
本
的
に
『
西
本
願
寺
訳
』
・
『
浄
土
宗
訳
』
・
『
大
乗
仏
典
訳
』
を
出
し
、
そ
の
検
討
材
料
と
す
る
。
他

の
訳
も
基
本
的
に
は
参
照
し
て
い
る
が
、
必
要
が
あ
る
と
き
だ
け
用
い
た
。
近
年
の
現
代
語
訳
と
し
て
は
、
阿
満
利
麿
『
無
量
寿
経
』
ち

く
ま
学
芸
文
庫
、
二
○
一
六
年
二
月
、
戸
次
公
正
『
意
訳
無
量
寿
経
』
法
蔵
館
、
二
○
一
七
年
六
月
が
あ
る
。

（
６
）
辛
嶋
静
志
「
『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
（
八
）
」
『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
○
○
七
年
。

（
７
）
松
村
巧
氏
は
「
こ
の
よ
う
に
「
天
地
」
の
上
位
に
神
々
の
世
界
を
構
想
す
る
中
に
お
い
て
、
究
極
の
根
元
と
し
て
「
道
」
や
「
一
」
を
、

「
天
地
」
を
越
え
、
神
々
の
世
界
を
も
越
え
て
、
形
而
上
の
遥
か
彼
方
に
引
き
上
げ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
岩
波
講
座
東
洋
思
想
』
第

十
四
巻
、
一
九
九
○
年
、
一
二
○
頁
。

（
８
）
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
三
Ｃ
二
、
二
九
五
Ｃ
四
・

（
９
）
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
六
ａ
一
・

（
帥
）
そ
こ
を
『
無
量
寿
経
』
は
「
數
之
自
然
」
（
二
七
七
ａ
二
六
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
「
数
」
は
「
法
則
」
「
規
律
」
の
意
味
と
考
え

（
４
）

ら
れ
る
。

『
聖
典
全
書
』
で

－
ジ
情
報
で
あ
る
。

『
無
量
寿
経
』
の
三
毒
五
悪
段
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
の
困
難
な
と
こ
ろ
を
改
編
し
つ
つ
や
や
短
く
し
て
い
る
。

望
月
信
亨
『
浄
土
教
の
起
源
及
発
達
』
山
喜
房
佛
害
林
、
一
九
七
二
年
、
一
三
三
’
二
五
七
頁
。

そ
れ
ぞ
れ
、
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
二
Ｃ
二
、
二
九
四
ｂ
二
七
、
二
七
五
ａ
二
七
、
『
聖
典
全
書
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
六
頁
一

四
行
、
二
六
七
頁
一
行
、
五
四
頁
五
行
。

『
聖
典
全
書
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
五
頁
六
行
、
二
七
六
頁
四
行
。
本
文
中
に
（
）
で
示
し
た
数
字
は
『
大
正
蔵
』
一
二
巻
の
ぺ

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て
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『
大
乗
仏
典
訳
』
一
二
九
頁
。

（
Ⅲ
）
末
木
文
美
士
『
仏
教
ｌ
言
葉
の
思
想
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
二
二
頁
。

（
昭
）
ち
な
み
に
対
応
す
る
『
無
量
寿
経
』
の
諸
現
代
語
訳
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
本
も
こ
こ
を
「
自
然
は
」
と
は
し
て
い
な
い
。
「
必
然
的

に
」
と
い
う
意
味
で
と
っ
て
い
る
。

（
ｕ
）
こ
れ
ら
の
翻
訳
は
、
諸
解
釈
書
に
な
い
画
期
的
な
訳
で
あ
り
、
様
々
に
な
さ
れ
て
い
る
「
自
然
」
研
究
に
対
し
て
も
、
新
た
な
知
見
を

も
た
ら
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
妬
）
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
四
Ｃ
一
五
。

（
略
）
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
二
Ｃ
二
九
。

（
Ⅳ
）
辛
嶋
氏
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
を
悪
人
と
と
っ
て
い
る
。

（
肥
）
坪
井
俊
英
『
浄
土
三
部
経
概
説
新
訂
版
』
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
、
三
○
八
頁
。

（
岨
）
用
例
と
し
て
は
「
桓
公
知
天
下
諸
侯
多
與
己
也
」
（
『
国
語
』
）
な
ど
が
あ
る
。

（
別
）
『
平
等
覚
経
』
は
全
く
同
じ
。
『
無
量
寿
経
』
は
「
自
然
随
逐
、
無
有
解
已
」
の
部
分
が
な
い
。

（
皿
）
こ
の
部
分
に
対
応
す
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
は
以
下
の
と
お
り
。
世
間
人
民
不
肯
爲
善
、
欲
作
衆
悪
、
敢
欲
犯
此
諸
悪
事
者
、
皆
悉
自
然

當
具
更
歴
入
悪
道
中
。
或
其
今
世
、
先
被
病
映
、
死
生
不
得
、
示
衆
見
之
。
壽
終
趣
入
、
至
極
大
苦
。
愁
憂
酷
毒
、
自
相
焦
然
。
（
三
一

五
ｂ
八
）
『
平
等
』
も
四
文
字
の
些
細
な
異
同
以
外
は
同
じ
。
（
二
九
七
ａ
こ

（
空
『
西
本
願
寺
訳
』
二
三
三
頁
「
罪
の
報
い
を
世
の
人
々
の
前
に
さ
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
命
が
終
れ
ば
、
そ
の
行
い
に
応
じ
て
地
獄

や
餓
鬼
や
畜
生
の
世
界
に
沈
み
、
は
か
り
知
れ
な
い
苦
し
み
に
…
…
」
こ
こ
で
は
、
こ
こ
の
「
随
」
を
「
～
に
し
た
が
っ
て
」
と
し
て
と

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
浄
土
宗
』
一
五
六
頁
も
同
じ
く
「
応
じ
て
」
、
『
大
乗
仏
典
訳
』
は
「
そ
の
行
な
い
に
応
じ
て
」
（
一
五
七
頁
）
・

た
し
か
に
文
法
上
そ
の
よ
う
に
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
「
鯖
行
」
に
は
こ
の
時
代
の
使
用
例
と
し
て
別
に
二
字
で
「
つ
い
て
い
く
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
（
『
史
記
』
衰
器
病
免
居
家
、
與
閻
里
浮
沈
、
相
随
行
、
闘
難
走
狗
な
ど
）
。
「
人
の
あ
と
に
つ
い
て
い
っ
て
お
供
を

す
る
こ
と
」
。
そ
の
場
合
「
行
」
は
「
お
も
む
く
」
の
意
味
で
あ
る
。
初
期
の
漢
訳
仏
伝
の
一
つ
で
あ
る
『
修
行
本
起
経
』
に
は
「
佛
天

眼
淨
見
人
物
死
紳
所
出
生
、
善
悪
映
福
、
臆
行
受
報
、
…
…
」
（
『
大
正
蔵
』
三
、
四
七
二
ａ
一
九
）
と
あ
る
。
こ
れ
も
こ
こ
で
使
わ
れ
る

「
つ
い
て
い
く
」
と
同
義
の
「
随
行
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
随
行
」
に
類
似
す
る
語
に
は
「
追
逐
行
生
」
「
當
行
至
（
苦
樂
之
虚
）
」

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

一
一
一
一
一
一
一



（
亜
『
大
阿
弥
陀
経
』
は
高
麗
版
再
離
本
・
元
・
明
版
な
ど
で
は
「
乏
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
四
Ｃ
二
・
『
平
等
覚

経
』
は
高
麗
版
再
離
本
・
宋
・
元
・
明
版
な
ど
で
は
「
乏
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
六
Ｃ
一
九
。

（
別
）
『
西
本
願
寺
訳
』
は
「
そ
う
し
て
寿
命
が
尽
き
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
犯
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
悪
が
お
の
ず
か
ら
そ
の
身
に
集
ま
っ
て
き
て
、

そ
の
人
と
と
も
に
次
の
世
に
至
る
。
」
（
二
二
一
頁
）
と
あ
り
、
「
悪
が
お
も
む
く
」
と
い
う
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
『
浄
土
宗
訳
』
は
「
寿

命
が
尽
き
果
て
る
と
、
〔
そ
れ
ま
で
の
〕
悪
行
〔
の
報
い
〕
が
〔
そ
の
者
の
身
に
〕
寄
り
集
ま
る
。
当
然
〔
悪
行
は
そ
の
者
を
〕
押
し
流

し
、
一
緒
に
〔
悪
し
き
世
界
へ
と
〕
至
る
の
で
あ
る
」
（
一
五
○
頁
）
と
あ
り
、
人
と
業
が
一
緒
に
と
と
っ
て
い
る
。
諸
説
分
か
れ
て
い

（
翌
平
岡
聡
『
〈
業
〉
と
は
何
か
』
筑
摩
選
書
、
二
○
一
六
年
、
七
○
頁
。
そ
こ
で
は
、
「
業
は
陰
の
よ
う
に
そ
の
行
為
者
に
つ
き
従
い
、
決

し
て
見
逃
し
て
は
く
れ
な
い
」
と
あ
る
。

（
別
）
望
月
信
亨
、
前
掲
害
、
一
九
七
二
年
、
二
○
八
頁
。
吉
岡
義
豊
『
道
教
と
仏
教
』
第
二
、
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
○
年
、
一
六
七
‐
一

（
〃
）
『
大
阿
』
の
「
今
世
作
悪
、
壼
暢
諸
善
、
日
去
見
悪
追
之
」
が
『
平
等
』
で
は
「
今
世
作
悪
、
幅
徳
壼
賜
、
諸
善
鬼
紳
各
去
離
之
・
」

（
二
九
六
Ｃ
一
○
）
と
な
り
、
ま
た
『
大
阿
』
の
「
衆
悪
驍
歸
」
が
『
平
等
』
で
は
「
悪
驍
歸
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
は
同
じ
で
あ
る
。

（
邪
）
森
三
樹
三
郎
『
老
荘
と
仏
教
』
二
○
○
三
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
五
四
’
二
五
六
頁
。

（
別
）
末
木
、
前
掲
害
、
一
二
○
頁
。

（
訓
）
ま
た
「
取
」
の
意
味
の
「
趣
」
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
悪
心
在
外
不
自
修
業
。
盗
講
趣
得
欲
撃
成
事
。
恐
勢
迫
脅
歸
給
妻
子
・
」
『
無

量
寿
経
』
第
三
悪
、
二
七
六
ｂ
二
五
な
ど
。
ま
た
副
詞
で
「
わ
ず
か
に
」
と
い
う
意
味
の
「
趣
」
も
あ
る
。
「
所
以
然
者
、
貧
窮
乞
人
底

極
廊
下
、
衣
不
蔽
形
食
趣
支
命
、
飢
寒
困
苦
人
理
殆
壼
。
皆
坐
前
世
不
殖
徳
本
。
」
『
無
量
寿
経
』
帝
王
と
乞
人
、
二
七
一
Ｃ
一
四
。

（
瓠
）
『
平
等
覚
経
』
も
ほ
ぼ
同
じ
（
二
九
七
ａ
二
○
）
。
ち
な
み
に
当
該
箇
所
の
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
令
其
念
善
、
開
示
生
死
善
悪
之
趣
自

「
前
行

え
る
と
、

考
え
る
。

九
六
頁
。

るし
○ ，

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

（
入
其
火
護
）
」
（
第
四
悪
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
当
該
箇
所
の
対
応
す
る
『
大
阿
』
『
平
等
』
は
「
趣
入
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

「
そ
れ
ぞ
れ
の
行
（
業
）
に
し
た
が
っ
て
」
よ
り
も
「
つ
い
て
い
く
」
の
意
味
で
「
随
行
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
よ
り
よ
い
と

一
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（
師
）
仮
に
翻
訳
が
間
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
関
連
性
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
羽
）
辛
嶋
静
志
「
『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
（
九
）
」
『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
○
一
○
年
。

（
詔
）
ま
た
こ
こ
は
「
趣
」
の
な
か
に
あ
る
「
取
」
の
意
味
で
、
「
取
奪
」
と
い
う
意
味
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
鈍
）
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
な
く
『
無
量
寿
経
』
の
訳
に
つ
い
て
で
は
あ
る
。
『
西
本
願
寺
訳
』
は
二
二
一
頁
、
『
浄
土
宗
訳
』
は
一
五
○
頁
、

『
大
乗
仏
典
訳
』
は
一
四
五
頁
。

（
妬
）
堀
祐
彰
「
三
業
惑
乱
期
に
お
け
る
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
～
諸
本
対
校
表
か
ら
窺
え
る
こ
と
～
」
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
五
十
五
集
、
二
○
一
七
年
、
五
九
頁
参
照
。

（
稲
）
「
頓
」
の
字
は
『
大
阿
』
『
平
等
』
『
寿
経
』
全
体
で
、
今
回
検
討
し
て
い
る
三
毒
段
当
該
箇
所
と
、
第
四
悪
当
該
箇
所
に
し
か
出
現
し

「
頓
」

へ

32
…

な
い
。

然
有
是
、
而
不
信
之
・
」
（
二
七
七
ａ
二
○
）
（
『
浄
土
宗
訳
』
一
五
三
頁
生
死
の
中
に
は
善
に
よ
っ
て
赴
く
世
界
と
悪
に
よ
っ
て
赴
く
世

界
が
あ
る
べ
く
し
て
あ
る
と
説
き
示
し
て
…
・
・
・
）
と
変
え
ら
れ
て
い
る
。
「
趣
」
は
『
大
阿
』
『
平
等
』
で
は
動
詞
で
あ
っ
た
が
、
『
無
量

寿
経
』
で
は
名
詞
で
輪
廻
の
一
境
界
を
表
す
「
道
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
読
み
が
そ
の
当
時
で
も
難
し
か
っ
た
こ
と
と
、

『
無
量
寿
経
』
が
こ
の
部
分
を
翻
訳
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
『
大
阿
』
『
平
等
』
な
ど
を
見
つ
つ
改
変
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
と
な

『
平
等
』
は
坐

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
こ
は は

ま

る
○

三
毒
五
悪
段
に
み
ら
れ
る
奪
算
説
に
つ
い
て

っ
た
く
同
じ
で
あ
る

（
二
九
七
ａ
一
八
）
。
『
無
量
寿
経
』
は
「
會
當
歸
死
」
（
二
七
七
ａ
一
九
）
と
な
り
、
大
き
く
改
変

二

四




